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日　時 行 事 名 場　所 備　考

６月19日(金)
13時30分〜

第２回音のきらめきコンサート
「ALTOS」アルト

１階正面入口前

６月23日(火)
〜７月７日(火)

七夕飾りつけ期間
１階正面入口および

西側入口前

７月４日(土)
13時30分〜15時50分

第９回市民健康セミナー
「おしっこのトラブル−近い、出にくい、
間に合わないどうすれば良い？−」

名古屋国際会議場
２号館211・212展示室

定員300名
※事前に申込が必要

７月７日(火)
時間未定

落語 １階正面入口前

８月25日(火)
時間未定

院内演奏会（琴） １階正面入口前

2015年（平成27年）６月19日	 フィリア・レター	 第41号

− −6

当院の理念

納得、安心、そして未来へ

当院の基本方針
・ 医療の質の向上と安全管理の徹底

・ 生命の尊厳の尊重と患者さん中心の医療

・ 人間性豊かな医療人の育成と倫理的医療の遂行

・ 地域社会との密な連携と信頼される病院の構築

・ 災害・救急医療への積極的な貢献と勤労者に相

応しい高度医療の提供

　梅雨入り前に届く陽射しの強さに、皆さまいかがお過ごしでしょうか。

　今回のフィリア・レターでは「開院60周年によせて」を始め、広報委員長のご挨拶、認定看

護師活動及びNSTチーム等、院内での活動をより皆さんにお届けしたく編集いたしました。また、

今後開催予定の院内行事についても掲載しておりますので、ご興味をお持ちいただけましたら

嬉しく思います。皆さんからのご意見・ご感想お待ちしております。� （A.S)

〜〜  編 集 後 記  〜〜 

　５月17日（日）、「第13回中部ろうさい

病院ICLS講習会」が開催されました。「ICLS」

とは「突然の心停止に対する最初の10分間

のチームによる蘇生を主とした緊急時処

置」です。

　今年採用された１年次研修医全員に加

え、看護部からの希望者が受講者となり、

指導医3名のもと、２年次研修医と救急処

置に精通した看護師で編成されたインスト

ラクターによって、チーム単位での講習を

進めて行きます。実際の緊急時に即した状

況を設定し、教育用シミュレーターを使用

した実技による指導は、実に８時間に及ぶ

ものとなりました。講習会の終わりには受

講者一人一人に病院からの修了証書が手渡

されました。

　心停止はどの医療機関のどの部署におい

ても起こりう

るもので、い

ざ発生してし

まうと蘇生を

開始するまで

間髪を容れず

処置が必要と

なります。心停止直後の処置には、あらゆ

る医療スタッフがチームの一員として蘇生

を行うことが求められます。この講習会で

は、それぞれが身につけておくべき蘇生の

基本的事項を習得できるようにしてあるた

め、特に医療現場に立って間もない１年次

研修医の受講は、まず標準や原則を身につ

け、これからの研鑽意識を高めるという意

味でも、とても大切なものになると考えて

います。

〉〉   研 修 セ ン タ ー 通 信   〈〈

このほかにも、患者さんやご家族の方向けの講座やイベントなどを開催していきます。
最新の情報は、ホームページ（http://www.chubuh.rofuku.go.jp/) をご覧ください。




